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エ
リ
ア
会
議

洋
光
台 

ア
ク
シ
ョ
ン

NPO・ボランティア・個人

公的機関（学校、ケアプラ、科学館、ログハウス、行政等）
企業

コミュニティサロン
ふれあい喫茶
ワークショップ
イベント
講座・講習会

6月4月 3月12 月

広場改修

9月 12 月

○ 基本設計 UP (12 月）

H27 年度H26 年度

○ 実施設計・工事 (H27 年中着工・H28 年中竣工を目指す

3月

H28 年度以降

具
体
的
取
り
組
み

北集会所再整備

ま
ち
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
・
憲
章

ビジョン 2015 運用

まちづくり憲章

ビジョン 2014 バージョンアップ

■アンケート Vol.2 企画
　（H28 実施）

H28 竣工予定

■ 高校生プロジェクト

　（H28 実施）事務局定例

各会の総会

【洋光台の種を見つけよう】

第４回
全体WS
（5月～）

情報発信
・収集WS

情報発信
・収集WS

【洋光台収穫祭】【洋光台の種を育てる】

（  　月 コンペ開始予定）

洋光台駅前交通調査　カーシェアリング実験（横国大中村研）　・・・・

首都大小泉研 　・・・・

第１期活動

ロング　一ヶ月 ショート　１～７日　毎月公募

第２期活動 ロング　２～ ３ヶ月ラボ／住民コラボ
ショート　テーマ型／レギュラー型／洋光台大学

空き店舗を活用したコミュニティ拠点の検討　など

■交通に関するアンケート
　（７月実施）

オープンWS・らくらく洋光台　　→　

★未来ワークショップ
（地域コラボ）　　

・学校ラボ
（コミュニティハウス）

★仮称）洋光台まち事務局　　人・チームの出会いの場／連携・恊働の芽を育む
まちの活性化にむけた勉強会　／　イベント企画　／　洋光台情報局（洋光台だより・・）

連合町会
まちづくり協議会

・町会ラボ（町会会館）
・お宅ラボ

・部ラボ

人・チームの掘り起こし／まちの情報収集

▶ 賑わい
　 WG

▶ 次世代
 　スタイル
　 WG

　■ 大学連携　　（東京都市大 小林研　慶應大 大江研　・加藤研　横国大中村研
　
　　

▶ 多世代居住推進WG

ラウンド
T

CCC

●    CC
　 ラボ

●  ワークショップ

町会・自治会・商店会・商店街
夕涼み会

春
まつり

■アンケート
　Vol.3（H31）

（12月 18 日）
エリア会議 ⑦ エリア会議⑧ エリア会議 ⑨

（８月下旬～９月上旬）（３月 27日）

梅の里
まつり

桜まつり

クリス
マス

梅の里
まつり

桜まつり

●10月（10.27）2 ●1月3

●12.3　1 ▶ ▶▶ ▶

地
域
の
ま
ち
づ
く
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

トンボ池
自然観察会 ハロ

ウィン

夏まつりプレイパーク
イベント にぎわい

フェスタ

キャン
ドル
ナイト

エリア会議 ⑩
（３月）

 CC ラボ１周年
イベント (4.4~)

ハロウィン 2015
環境絵日記 2015

 洋光台大学
ものづくり学部

▶ ▶▶ ▶

第１回
(2.26)

第２回
(6.18)

第３回
(7.30)

第４回
(12 月 )

第５回
(２月 )▶サブWGの始動

仮 ) 次世代スタイル展
＠CCラボ
（11月予定）

(10.25,31)
(６月 )

にン

音楽の
つどい

❶ 多世代居住推進
(1) 多世代交流・コミュニティ支援
・空き家・空き住戸・空き店舗を活用した活動拠点
と運営体制づくり
・交流・コミュニティを支えるネットワークづくり

(2) 住替え・若年層の流入
・多様な住宅ストック誘導、民間事業者の参入促進
・地域内住替えの推進・支援、若年層への PR

(3) 介護・高齢者支援
・拠点施設と連携した在宅サポート体制の充実
・リフォーム・介護・移動支援などを総合的にサポー
トをする体制づくりと情報提供
・地域での見守り、「縁」を育むつながりづくり
・介護予防等、健康で元気に暮らせるためのサポート

(4) 子育て支援
・子育て環境を総合的に点検、課題の共有化

<具現化プロジェクト＞<取り組み項目＞ （H27 年度時点）<目標・コンセプト＞

❷ 防災（安心安全）
(5) 防災・防犯対策
・防災拠点機能の整備
・ハード面での防災性能の向上
・地域の自主的活動の更なる促進、若年層の参
加促進等

❸ 駅前再編・景観形成
(6) まちの賑わい
・魅力的で活気のある駅前地区づくり　等

(7) 利便性
・駅前機能の向上、地域のアクセシビリティ向上　等

(8) 住環境保全・景観・自然
・景観維持、空き家の管理、まちづくリルール等

❹ エネルギーマネジメント
(9) 環境・エネルギー
・太陽光活用や新モビリティの導入、省エネ化等
・災害時の補助電源の確保

❺ その他地域の価値を維持・向上させる取組み
（10）エリアマネジメント
（11）地域循環経済・地域ビジネス
・地域ニーズに応えるサービスを地域の力で提供

① 多世代が住みたい・住み続けたいと願うまち
多くの世代が住みたいまち／充実した子育て環境
／高齢者も安心して住み続けられる
（高齢者の環境／子育て環境／居住安定性・定住環境）

② 安全で、安心な暮らしができるまち
日常の防犯、災害時の安心安全，交通安全性に優
れたまち／見守りなど、住民自らがつくる安心
（安心・安全環境）

③ 「賑わい」と「落ち着き」の両方を誇るまち
便利で賑やかな商業施設、学びと文化や楽しみに
あふれる洋光台／交通利便性に優れた洋光台／美
しい並みや緑など落ち着いた住環境の洋光台
（街の賑わい・利便性／街並み・自然環境）

④  環境にやさしいまち
新エネルギーや環境技術の導入などで、環境にや
さしい暮らしをリードする洋光台／科学と文化の
活動が息づくまち

⑤  住民の主体的な活動・活躍が活きるまち
地域の人材が活かされる／住民の力で盛り上がる
まち・洋光台
（コミュニティ環境）　　

※（　）内はアンケート調査の環境評価指標

コミュニティ拠点づくり

連携・ネットワークの強化

U  R

住民

行政

民間事業者
地域活動団体

有識者
大学

ルネッサンス
in  洋光台

CC ラボの定着・拡充・運営体制づくり

（地域主導の拠点づくり）

未来ワークショップ

（北団地集会所）

賑わいWG・地域連携イベント

駅前機能向上プロジェクト

・駅前交通利用実態調査

カーシェア実証実験

仮称）まちの事務局

団地の未来プロジェクト

次世代スタイルWG

居住・健康プロジェクト

防災・コミュニティプロジェクト

省エネスタイルプロジェクト

広場改修・外壁修繕
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ものづくり学部等

合同のチラシ／同時開催

企業（IKEA）
こども広場（事務局）

同時開催

●小グループのコラボ
●主グループ企画に他の
　グループが参加
●事前に条件が決まって
　いるコラボ

●意思疎通には時間が必要
●グループ数が多いと集合
　が困難（時間、場所）
●意見がまとまらない

活動グループの連携 企業との連携

●販売促進、企業 PR以外
　のメリット（社会貢献
　等）が必要
●意思疎通には十分な打
　ち合せが必要

●主旨の明確化
　（枠組み、イメージ等）
●企業への活動体験の場
　の提供（イメージ共有）
●連携しやすい企業等の
　選定・連携の投げかけ

課題

方向性

当面は事務局企画
で実施

●コラボの企画運襟グルー
　プの発掘・育成
●コラボしやすい枠組みの
　構築

当面の
活動

成果

●まとまり感ができ、活性
　化のイメージが高まった
●お互いの活動への理解が
　高まった

●CCラボ活動の幅が広　
　がった
●企業ネットワークで CC
ラボの認知度が高まった

通常の利用
活動チャレンジ

●活動への参加者が少ない
（単発的利用も要因？）
●情報発信が弱い
●活動状況の把握が不十分

●CCラボの PR活動
●情報発信の工夫
●CCラボの主旨の伝達

個別のグループによる
チャレンジの継続

●様々なグループ等がチャ
　レンジしている
●新たにチャレンジするグ
　ループ等がいる

地域活動との連携 地域活動への参加・協力 地域活動の情報収集

ハロウィン
梅の里祭り／夢環境部会の活動（自然
観察会、プレイパーク）

町会ごとの夏祭り等

●町会、自治会ごとに実施され
　る夏祭りのスタイルは様々
●様々な工夫がなされている
●中学生が多く集まっている

●工夫の共有
●スタイルの更なる差別化
●中学生が楽しめる催し

●地域活動への参加・協力から
　連携へ
●地域活動の情報発信

当面の
活動

方向性

成果

こどもログハウスとの連携
教育機関との連携

●教育機関への情報提供
●参加・協力の継続・拡充

コラボによるイベント

●規模が大きいと準備も大変
●多くのスタッフが必要
●単発で連携が継続しない

●洋光台ならではのイベントに
●単発でなく連続企画に
●まちぐるみの連携を目指して

●ハロウィンの実施
●成果と課題の分析
●他の連携の検討・実施

検討
テーマ

●活性化への新たな連携になり
　つつある
●若い世代とつながるきっかけ
　になりそう

●様々なスタイルがあること
　を知らない人が多い？
●CCラボは中学生が参加で
　きる催しが少ない

●夏祭りの情報整理
●他の催しの情報収集

●地域では様々な活動が実施さ
　れている
●参加・協力することで活性化
　に貢献でき、更なる連携に

●必要とされる連携方法、効果
　的方法の検討・実施が必要
●参加者以外に活動の魅力が伝
　わりにくい（情報が少ない）
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地域の活動から新たに見えてきたもの

●地域では様々な活動   
　が行われている

●町会、自治会ごとに
　様々な夏祭りが行わ
　れている

●様々な工夫がされて
　いる

★多くの情報を共有できれば、
　○楽しさも広がる
　○新たな工夫が生まれる
　○差別化して魅力アップに



16

地域の活動から新たに見えてきたもの

夏祭り

●夏祭りには中学生も多く
　集まっている

★CCラボ活動に中学生は
　ほとんど参加していない。？違いはなんだろう

中学生って

CCラボ活動から新たに見えてきたもの

CCラボの PR活動の継続

●コラボによる PR（魅力・情報伝達力強化）
●継続的活動で参加しやすく

ものづくり学部の活動

★参加者が多い活動もあるが 何故？

帰宅部

こども広場

★活動への参加者が少ない
○ほとんどがチラシのみで、配布数が少ない
　＊HP、ブログ、町の掲示板町利用は一部
　＊入口の看板の工夫は一部

●情報発信が弱い

●認知度が低い

参加者が少ない　⇒　参加者が多い活動もある

  8 日 18 名
  9 日 11 名
27 日 20 名
28 日 16 名
29 日 85 名
30 日 57 名

3月 493 名
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CC ラボ活動から新たに見えてきたもの

■帰宅部

■こども広場

情報発信
○ツイッターによるライブ発信
○チラシ B5サイズ２００～３００枚
　を地域に配布、掲示
○子どもたちの口コミ
設え
○段ボールの床座（手作り）
○大型スクリーンでテレビゲーム
○書籍（漫画）
○飲み物無料（セルフ）

情報発信
○情報発信はゼロに近い（ショート
ラボ外の全体掲示板の一部のみ）
設え
○市販の絨毯と人工芝
○こども用遊具 ( テント、机、イス、
　クッション等）
○飲み物無し

参加者が多い理由として
●入っていいんだ
（自分たち用であると分かる設え／他のこど
もが利用している）
●何だか楽しそう（経験したことのない場）
●自由に遊べそうな雰囲気（遊ぶ場だから
　スタッフに怒られない）
●リピーターが多い（居心地がいい）

参加者が多い理由として
●入って大丈夫だ
（乳幼児用と分かるの設え／他の子育て親子
が利用いている）
●乳幼児に安全かも
（危険な物がなく床座で安全）
●何だか楽しそう
（自宅とは違う設え）
○少ないがリピーターもいた／ CCラボを知
　らない人もいた

★何をする場所なのか、見て分かる設えが大切では
★自宅と違う雰囲気が好まれるのでは

居場所を求める子ども
乳幼児の居場所を求める親

＋

参加者が多い理由から、参加者を増やす方法を探る

求める人が多い
（需要がある）
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仮装のテーマ：洋光台ならではのハロウィンをつくろう

ハロウィン仮装開催日　１０月２５日（日）
　　　　　　　　時間　   13:00～15:00
　　　　　　　　場所　   サンモール洋光台駅前広場

■ 参加対象者：赤ちゃん～高校生まで＋保護者
　　　　　　　小学生以下は保護者（家族、親戚、先生等）の同伴が必要です。

■ 参加組数：３０組（３０組を超える場合は抽選となります）
■ 参加申込方法：事務局にメールで１０月１５日までに応募してください。

■ メールの記載内容 : 代表者名前、年齢、住所、連絡先（電話とメール）、参加人数

事務局：洋光台ハロウィン 2015 実行委員会　
　　　　メール　2015yokodai@gmail.com　　　　　

主催：洋光台まちづくり協議会

問い合わせ先：　045-682-1897　穂坂（ＵＲ都市機構 東日本賃貸住宅本部 神奈川エリア経営部計画推進チーム） 

怖い仮装はNG!
ゆかいで、楽しく、
笑えるのだよ！

カッコいい、
泣けるねぇ
待ってます！

天候によりプログラムを一
部変更する場合があります

雨天決行

集合：12:30

色々な賞が
あるよ！

事前申込みは不要です。仮装して 13:00 までに直接会場にお越しください。
パレードのみ当日参加もOK！（大人もOK!)

コース：サンモール洋光台駅前広場から洋光台駅前周辺を仮装して歩きます。

か　　そ　う

しょう

しょうがくせい　　　　　　ほごしゃ

こうこうせい

ほさか

どうはん　　ひつよう

サンモール洋光台駅前広場
JR洋光台駅前周辺店舗
洋光台駅前こどもログハウス
はまぎん こども宇宙科学館
　※科学館は 10/31 もイベント開催！

～！
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